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タンパク質／タンパク質相互作用（PPI）は、多くの重要な生物学的情報
伝達経路に必須でありますが、この相互作用を制御する有効な技術は、未
だ確立されていません。創薬ベンチャーの株式会社PRISM Pharmaでは、細
胞内PPIにおいて重要な役割を担っているUnstructured/Structured 
Interactionに焦点を絞り、独自に開発したHelix模倣化合物を用いてPPI阻
害剤の開発を行っています。

第２回目となる本講演では、 コンピューターを用いた解析の流れの中で、
モデリング、統計解析手法によるスクリーニング結果の解析法を含め、
（１）臨床開発化合物PRI724の創製と開発の現状、（２）Helix模倣骨格を
用いた創薬展開の2点を中心に紹介します。
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